
秋田県後期高齢者医療広域連合告示第３号 

 秋田県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療保険料徴収猶予及び減免

取扱要綱の一部を改正する要綱を次のように定める。 

  平成３０年２月２１日 

秋田県後期高齢者医療広域連合長 穂 積   志     

 

秋田県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療保険料徴収猶予及び

減免取扱要綱の一部を改正する要綱 

 

秋田県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療保険料徴収猶予及び減免

取扱要綱（平成20年秋田県後期高齢者医療広域連合告示第４号）の一部を

次のように改正する。 

第１条中「第17条」の次に「の規定による保険料の徴収猶予（以下「徴

収猶予」という。）」を加え、「第18条の規定に基づき、保険料の徴収猶

予並びに減免」を「条例第18条の規定による保険料の減免（以下「減免」

という。）」に改める。 

第３条第１項第１号中「（保険金、損害賠償金等により補填されるべき

額を除く。）」を「、災害の発生した日の属する月から12か月分の保険料

について、前年中の合計所得金額及び損害の程度に応じて、次の表の定め

る割合を減免する（当該期間が当該日の属する年度の翌年度にわたる場合

は、各年度における月数に応じて月割で計算した額の合計額とする。）。」

に改め、同号の表中「住宅又は家財の価格の10分の３以上10分の５未満」

を「住宅又は家財の価格の10分の３以上10分の５未満（保険金、損害賠償

金等により補填されるべき額を除く。）」に、「住宅又は家財の価格の10

分の５以上」を「住宅又は家財の価格の10分の５以上（保険金、損害賠償

金等により補填されるべき額を除く。）」に改め、同項第２号中「（被保

険者、その属する世帯の世帯主及びその属する世帯の他の世帯員である被

保険者の前年の合計所得金額の合計が1,000万円を超える者を除く。）」

を「、条例第18条第２項の規定による申請書の提出があった日から７日以



後の納期に係る当該年度の保険料（既に納付されているものを除く。）に

ついて、前年の収入金額との減少の割合に応じて、次の表に定める割合を

減免する。」に改め、同号に次のただし書を加える。 

ただし、被保険者、その属する世帯の世帯主及びその属する世帯の他

の世帯員である被保険者の前年の合計所得金額の合計が1,000万円を超

える者を除く。 

第３条第１項第３号中「保険料額の全額」を「保険料の全額」に改める。 

第４条中「条例第17条及び第18条の規定による保険料の」を削り、「若

しくは」を「又は」に改め、「書類」の次に「（以下「申請書等」とい

う。）」を加え、同条に次のただし書を加える。 

ただし、災害や刑事施設への拘禁等により、条例第18条第２項に規定

された日までに申請書等を提出できないやむを得ない事情があると認め

られる場合は、この限りでない。 

第５条中「若しくは」を「又は」に改める。 

第７条中「若しくは」を「又は」に改め、「承認の決定」の次に「を」

を加える。 

第８条第１項中「適用」を「承認」に改める。 

第９条中「条例第17条第１項の規定により保険料の徴収猶予を受けた者

又は条例第18条第１項の規定により保険料の減免を受けた者は、」を「徴

収猶予又は減免の承認を受けた者は、」に改める。 

様式第３号中「 



 

」を「 



 

」に改める。 



様式第４号中「 

 

」を「 

 

」に改める。 



様式第５号中「 

 



」を「 

 



」に改める。 

 

    附 則 

  この告示は、平成30年４月１日から施行する。 

 

 

 


